
NO.138

とよしん

景況調査

2025年1月発行

（2024年10月〜12月実績 2025年1月〜3月見通し）
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（１）調査期間 2024年11月18日（月）〜12月6日（金）

（２）調査方法 当金庫職員による聞き取りアンケート調査

（３）分析方法 DI（ディフュージョン・インデックス）を

中心とした分析

※DIとは、各調査項目で「増加(上昇)した」とする企業が

全体に占める構成比と、「減少(下降)した」とする企業

が全体に占める構成比との差を指数化したもの。

第138回景況アンケート調査（10～12月期）・特別調査の概要

（４）調査対象企業 当金庫取引先企業 660社
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株式会社濱金商店

ＰｉｃｋＵｐ

老舗だからこそできる「創造」の形

製造業158社、卸売業72社、小売業74社、

サービス業98社、建設業107社、農業61社、

飲食業54社、運輸業22社、不動産業14社
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とよしん景況調査No.138

こ
の
景
況
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
当
金

庫
の
取
引
先
企
業
６
６
０
社
を
対
象
に
、

２
０
２
４
年
10
〜
12
月
期
の
景
況
と
２
０

２
5
年
1
〜
3
月
期
の
見
通
し
を
調
査

し
た
も
の
で
す
。

3

期

連

続

で

業

況

改

善

価

格

転

嫁

の

進

展

や

、
季

節

需

要

が

牽

引

。

２
０
２
４
年
10
〜
12
月
期
（今
期
）の

業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
11
・
2
（前
期
比
＋

4
・
4
ポ
イ
ン
ト
）
と
、
3
期
連
続
で

改
善
し
た
。

収
益
面
で
は
、
売
上
高
判
断
Ｄ
Ｉ
が

21
・
1
（
前
期
比
＋
５
・
９
ポ
イ
ン

ト
）
、
収
益
判
断
Ｄ
Ｉ
が
8
・
9
（
前

期
比
＋
1
・
9
ポ
イ
ン
ト
）
と
改
善
し

た
。
業
種
別
で
は
全
９
業
種
中
、
製
造

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
運
輸
業
以
外
の
６

今期の

業況

業
種
で
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
が
改
善
し
た
。
特

に
、
価
格
転
嫁
の
成
果
が
見
ら
れ
た
卸

全業種業況判断ＤＩ 今期 見通し

来期の

見通し

２
０
２
５
年
1
～
３
月
期
（来
期
）の

予
想
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
６
・
８
。
今
期

実
績
比
△
４
・
４
ポ
イ
ン
ト
の
低
下
を

見
込
ん
で
い
る
。
製
造
業
と
不
動
産
業

以
外
の
７
業
種
で
、
今
期
よ
り
低
下
す

る
見
込
み
。

製
造
業
を
中
心
に
、
原
材
料
高
騰
分

の
価
格
転
嫁
は
一
通
り
実
施
し
た
も
の

の
、
さ
ら
な
る
仕
入
価
格
の
上
昇
や
、

燃
料
費
・
労
務
費
な
ど
原
材
料
以
外
の

経
費
上
昇
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い

る
。
コ
メ
ン
ト
か
ら
は
、
価
格
交
渉
へ

の
疲
労
感
や
、
物
価
上
昇
に
よ
る
消
費

者
の
買
い
控
え
を
懸
念
す
る
様
子
も
伺

え
た
。

１

業況判断DI 10年間の推移

消
費
税
増
（
８
％
）

マ
イ
ナ
ス
金
利
導
入
決
定

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大

ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

マ
イ
ナ
ス
金
利
解
除
決
定

第
３
次
安
倍
内
閣

第
４
次
安
倍
内
閣

米
中
貿
易
摩
擦
の
深
刻
化

消
費
税
増
税
（
10
％
）

菅
内
閣
発
足

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

岸
田
内
閣
発
足

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

5
類
へ
移
行

今期

11.2

4.3 3.5
7.4

1.6
5.8 6.8

11.2 6.8
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1－3月

売
業
、
農
産
物
の
販
売
価
格
が
上
昇
し

た
農
業
、
年
末
の
季
節
需
要
が
あ
っ
た

飲
食
業
な
ど
が
、
改
善
を
牽
引
し
た
。

石
破
内
閣
発
足
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業種別

卸
売
業

業種
7～9月期
（前回）

10～12月期
（今回）

1～3月期
（見通し）

全業種 6.8 11.2 6.8

製造業 4.4 ▲0.6 7.0

卸売業 ▲2.8 11.1 5.6

小売業 2.7 5.4 ▲2.7

サービス業 12.2 9.2 4.1

建設業 17.8 18.7 15.0

農業 6.6 29.5 16.4

良い
業種別天気図

▲30.0                       ▲10.0                       10.0                       30.0                             

やや良い普通

やや悪い

悪い

業種
7～9月期
（前回）

10～12月期
（今回）

1～3月期
（見通し）

飲食業 ▲1.9 22.2 ▲1.9

運輸業 27.3 18.2 13.6

不動産業 ▲14.3 0.0 0.0

やや悪い

来期はもっと、
雲りが多くなる

予感…

価
格
転
嫁
に
よ
る
販
売
価
格
上
昇
で
、

業
況
・
売
上
・
収
益
す
べ
て
改
善

次
は
、
経
費
上
昇
分
の
価
格
転
嫁
を

建
設
業

今
期
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
18
・
7
、
前

期
比
＋
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
で
小
幅
改
善
し

た
。
一
方
、
売
上
高
判
断
Ｄ
Ｉ
は
16
・
８

（
前
期
比
△
４
・
７
ポ
イ
ン
ト
）
、
収
益

判
断
Ｄ
Ｉ
は
７
・
５
（
前
期
比
△
３
・
７

ポ
イ
ン
ト
）
で
、
い
ず
れ
も
悪
化
し
た
。

公
共
工
事
等
の
受
注
は
安
定
し
て
い
る
が
、

原
材
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
利
幅
縮
小
が

Ｄ
Ｉ
の
悪
化
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

公
共
工
事
の
受
注
は
安
定
し
て
い
る
が
、

（＋13.9） （▲5.5）

（＋4.4）

（▲5.0）

（＋2.7）

（▲3.0）

（＋0.9）

（＋22.9）

（▲4.4）

（＋7.6）

（▲8.1）

（▲5.1）

（▲3.7）

（▲13.1）

（＋24.1）

（▲9.1）

（＋14.3）

（▲24.1）

（▲4.6）

（±0）

原
材
料
価
格
の
高
騰
で
収
益
を
圧
迫

人
手
不
足
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
マ
イ
ナ
ス

28
・
０
、
来
期
の
予
想
人
手
不
足
判
断
Ｄ

Ｉ
も
マ
イ
ナ
ス
28
・
０
と
人
手
不
足
感
が

高
ま
っ
て
い
る
。
「
人
材
確
保
」
を
喫
緊

の
課
題
と
す
る
声
も
多
く
聞
か
れ
た
。

人
手
不
足
感
は
全
業
種
ト
ッ
プ

今
期
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
11
・
1
、
前

期
比
＋
13
・
９
ポ
イ
ン
ト
で
改
善
し
た
。

売
上
高
判
断
Ｄ
Ｉ
は
30
・
６
（
前
期
比
＋

９
・
８
）
、
収
益
判
断
Ｄ
Ｉ
は
19
・
４

（
前
期
比
＋
９
・
７
ポ
イ
ン
ト
）
で
業
況
、

売
上
、
収
益
す
べ
て
が
改
善
し
た
。
前
回

調
査
で
は
、
他
業
種
と
比
べ
価
格
転
嫁
の

〝
遅
れ
〟
が
見
ら
れ
た
卸
売
業
だ
が
、
今

回
調
査
で
は
販
売
価
格
判
断
Ｄ
Ｉ
が
48
・

６
（
前
回
は
38
・
９
）
と
な
り
、
価
格
転

嫁
が
順
調
に
進
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

「仕
入
価
格
の
上
昇
分
は
、
販
売
価
格
に

転
嫁
で
き
て
お
り
、
売
上
も
増
え
て
い
る

が
、
利
幅
は
横
ば
い
。
」や
、
「労
務
費
や
物

流
費
の
価
格
転
嫁
が
難
し
い
。
」と
い
う
声

も
聞
か
れ
た
。
経
費
上
昇
分
の
価
格
転
嫁

や
、
販
路
開
拓
に
よ
る
売
上
増
加
な
ど
が
、

収
益
獲
得
に
繋
が
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

農
業

大
幅
改
善
、
見
通
し
も
悪
く
な
い

今
期
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
29
・
5
、
前

期
比
＋
22
・
9
ポ
イ
ン
ト
大
幅
に
改
善
、

農
産
物
の
販
売
価
格
上
昇
が
売
上
増
を
後

押
し
し
た
。
本
格
的
な
寒
さ
に
向
け
て
、

燃
料
費
高
騰
の
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い

る
。
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製
造
業

今
期
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
マ
イ
ナ
ス

０
・
６
、
前
期
比
△
５
・
０
ポ
イ
ン
ト
悪

化
し
た
。
売
上
高
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
10
・
８
で

前
回
と
同
じ
、
収
益
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
マ
イ

ナ
ス
３
・
２
で
前
回
比
△
５
・
１
ポ
イ
ン

ト
悪
化
し
た
。
来
期
の
予
想
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、

７
・
０
で
プ
ラ
ス
に
持
ち
直
し
て
お
り
、

先
行
き
は
ま
ず
ま
ず
の
見
込
み
。

運
輸
業

今
期
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
18
・
2
（前
期

比
△
９
・
１
）
、
来
期
の
予
想
業
況
判
断

Ｄ
Ｉ
は
13
・
６
と
悪
化
傾
向
。
運
輸
業
は
、

定
期
的
な
車
両
の
更
新
が
必
要
と
さ
れ
る

が
、
「
秋
ご
ろ
に
車
両
更
新
を
す
る
予
定

だ
っ
た
が
、
車
両
価
格
が
想
定
以
上
に
高

く
、
更
新
で
き
な
か
っ
た
」
と
の
コ
メ
ン

ト
も
あ
っ
た
。

不
動
産
業

今
期
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
０
・
０
、
来

期
の
予
想
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
も
０
・
０
で
横

ば
い
と
な
っ
た
。
仕
入
価
格
判
断
Ｄ
Ｉ
は

21
・
４
（
前
期
比
＋
14
・
3
）
と
、
仕
入

価
格
の
上
昇
感
が
大
き
く
高
ま
っ
た
。
資

材
や
建
築
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
新
築
住

宅
や
土
地
の
需
要
が
鈍
化
傾
向
で
、
不
動

産
売
買
全
体
の
伸
び
悩
み
が
見
ら
れ
る
。

小
売
業

サ
ー
ビ
ス
業

消
費
者
の
買
い
控
え
を
懸
念

今
期
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
5
・
４
、
前

期
比
＋
２
・
７
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
た
。
来

期
の
予
想
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
マ
イ
ナ
ス

２
・
７
で
悪
化
す
る
見
通
し
。

物
価
高
騰
に
よ
る
消
費
者
の
買
い
控
え

や
、
客
足
の
減
少
を
懸
念
す
る
声
が
多
く

聞
か
れ
た
。

景
況
感
、
徐
々
に
減
速
。

今
期
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
９
・
２
、
前

期
比
△
３
・
０
ポ
イ
ン
ト
と
悪
化
し
た
。

来
期
の
予
想
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
も
４
・
１
と

さ
ら
に
減
速
す
る
見
込
み
。

前
年
同
期
と
比
べ
た
、
今
期
の
売
上
高

判
断
Ｄ
Ｉ
や
収
益
判
断
Ｄ
Ｉ
も
低
く
な
っ

て
お
り
、
年
明
け
の
動
向
に
注
視
し
た
い
。

価
格
転
嫁
は
一
通
り
完
了

今
期
は
業
況
・
収
益
が
悪
化
す
る
も
、

ＰｉｃｋＵｐ

飲
食
業

今
期
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
22
・
２
、
前
期

比
＋
24
・
１
ポ
イ
ン
ト
と
大
幅
改
善
し
た
。

年
末
に
か
け
て
繁
忙
期
と
な
り
、
忘
年
会

な
ど
の
季
節
需
要
が
Ｄ
Ｉ
を
引
き
上
げ
た
。

季
節
需
要
が
、
業
況
Ｄ
Ｉ
を
牽
引

来
期
は
持
ち
直
す
見
込
み

前
回
調
査
で
34
・
８
だ
っ
た
販
売
価
格

判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
今
回
調
査
で
は
26
・
６
に
、

来
期
の
予
想
も
15
・
８
と
低
下
傾
向
が
見

ら
れ
る
。
「
全
取
引
先
の
値
上
げ
を
実
施

し
た
。
」
と
コ
メ
ン
ト
に
あ
る
よ
う
に
、

価
格
転
嫁
は
一
通
り
完
了
し
た
先
も
多
い
。

価
格
交
渉
へ
の
疲
弊
感
や
価
格
転
嫁
の
頭

打
ち
感
も
感
じ
ら
れ
た
。

自
動
車
業
界
の
ト
ピ
ッ
ク

今
回
は
、
製
造
業
の
中
で
も
「自
動
車
業

界
」に
注
目
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
コ
メ
ン

ト
か
ら
「気
に
な
る
ト
ピ
ッ
ク
」を
３
つ
取

り
上
げ
る
。

昨
年
６
月
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
各
社
で

認
証
不
正
が
発
覚
し
た
。
工
場
ラ
イ
ン
が
ス

ト
ッ
プ
し
、
自
動
車
関
連
の
製
造
業
を
営

む
調
査
先
か
ら
は
、
「売
上
が
半
分
以
下
に

な
っ
た
月
も
あ
る
。
」、
「納
期
が
延
期
さ
れ
、

売
上
や
収
益
に
影
響
が
出
た
。
」な
ど
の
コ

メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

認
証
試
験
不
正
問
題

1

Ｅ
Ｖ
へ
の
対
応

2

ア
メ
リ
カ
政
権
交
代
の
影
響

３ 「新
設
備
の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。
」

や
「内
製
化
を
進
め
る
。
」な
ど
、
Ｅ
Ｖ
（電

気
自
動
車
）関
連
部
品
の
受
注
に
対
応
す

る
動
き
が
見
ら
れ
た
。

今
月
20
日
に
就
任
し
た
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
。
関
税
政
策
の
影
響
を
懸
念
す
る
声
が

聞
か
れ
た
。

アンケートのご協力
ありがとうございました！

仕
入
価
格
判
断
Ｄ
Ｉ
が
大
き
く
上
昇

業
況
は
悪
化
傾
向
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企
業
が
「
発
注
者
」
の
立
場
か
ら
、
下

請
企
業
と
の
適
正
な
取
引
な
ど
に
つ
い
て

宣
言
す
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣

言
」
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
宣
言
し

て
い
る
企
業
は
全
体
の
１
割
に
と
ど
ま
っ

た
。
こ
れ
は
、
本
調
査
対
象
先
の
ほ
ど
ん

ど
が
中
小
企
業
で
あ
り
、
中
小
企
業
に
お

い
て
宣
言
の
認
知
度
が
低
い
こ
と
や
、
自

社
は
下
請
企
業
側
だ
と
認
知
し
て
い
る
こ

と
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。

宣
言
し
て
い
る
企
業
は
１
割

中小企業における
価格交渉・価格転嫁の
状況について

特別調査

調査期間：11月18日(月)～12月6日(金)
調査対象：当金庫お取引先企業660社

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
」
を
宣
言
し
て
い
る
か

増
加
し
て
い
る
コ
ス
ト
に

つ
い
て

単位：%

（複数回答）

物
価
高
が
続
く
中
で
、
原
材
料
費
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
、
持
続
的
な
賃
上

げ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
コ
ス
ト
上
昇

分
の
価
格
転
嫁
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
今
回
の
特
別
調
査
で
は
、
当
金
庫

取
引
先
企
業
６
６
０
社
を
対
象
に
価
格
交

渉
・
価
格
転
嫁
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
し

た
。

10.7

89.3

宣言有

宣言無

原材料価格

労務費

エネルギー価格

物流費

外注費

増加しているコストはない

その他

原
材
料
価
格
、
労
務
費
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
上
昇
が
、
各
業
種
に

影
響
を
与
え
て
い
る
。

75.3%

54.1%

51.5%

32.7%

24.8%

3.2%

1.7%

業
種
に
よ
っ
て
、
回
答
割
合
に
バ
ラ
つ

き
は
あ
る
も
の
の
、
多
く
の
業
種
で
５
割

以
上
の
企
業
が
「
労
務
費
」
と
回
答
し
て

い
る
。
一
方
で
、
労
務
費
の
増
加
を
理
由

と
し
た
価
格
転
嫁
に
難
し
さ
を
感
じ
る
と

の
声
も
聞
か
れ
た
。

「パートナーシップ構築宣言」とは？

「パートナーシップ構築宣言」は、企業が「発注者」

の立場から、取引先や下請企業との共存共栄を目的と

して、自社の取引方針を宣言するものです。具体的に

は、下請企業との価格決定に当たり、年に１回以上協

議を行う旨や、手形等の支払サイトを60日以内とする

など、立場の弱い中小企業が不利益を被ることなく、

取引先と良好な関係を築くことを目的としています。

価格転嫁を
しやすい商取引
環境をつくろう！

中小企業の賃上げを後押し！
下請法改正へ政府も動いています。

公正取引委員会と中小企業庁は下請

法の見直しを検討しており、2025年

の通常国会で下請法改正案の成立を

目指しています。原案では、「下請法

逃れ」を防ぐため、適用基準に従業員

数を設けることや、「下請」という名称を

見直すことなどが盛り込まれています。
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特別調査

価
格
転
嫁
の
比
率
に
つ
い
て

と
比
べ
て
、

で
は

価
格
転
嫁
の
進
展
が
遅
い

次
に
、
価
格
交
渉
を
行
っ
た
結
果
、
ど

の
程
度
、
価
格
転
嫁
が
進
ん
で
い
る
か
を

聞
い
た
。

企
業
で
は
、
「
価
格
転
嫁
を
し

た
」
と
回
答
し
た
割
合
は
87
・６
％
で
、
さ

ら
に
、
全
体
で
35
・5
％
の
企
業
は
、
「５
割

以
上
価
格
転
嫁
が
で
き
た
」
と
回
答
し
て

い
る
。
一
方
、

企
業
で
は
「
価
格

転
嫁
を
し
た
」
企
業
が
77
・４
％
、
「５
割

以
上
価
格
転
嫁
で
き
た
」企
業
は
25
・１
％

で
、

企
業
と
比
べ
る
と
低
い
割
合

と
な
っ
た
。

価
格
転
嫁
に
よ
る

売
上
高
の
変
動
に
つ
い
て

価
格
転
嫁
は
売
上
高
の
増
加
に

繋
が
っ
て
い
な
い

価
格
転
嫁
を
行
っ
た
企
業
に
、
価
格
転

嫁
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
る
売
上
高
へ
の

影
響
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
全
体
の

５
割
が
「
価
格
転
嫁
前
の
水
準
か
ら
横
ば

い
」
と
回
答
し
た
。
価
格
転
嫁
が
コ
ス
ト

上
昇
分
は
カ
バ
ー
す
る
も
、
売
上
増
に
は

繋
が
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

価
格
交
渉
の
状
況
に
つ
い
て

企
業
で
は
、
８
割
近
く
が

「
価
格
交
渉
を
行
っ
た
」

■自社からの申し入れにより価格交渉を行った
■先方からの申し入れにより価格交渉を行った
■価格交渉を申し入れたが行われなかった
■コストは増加しているが価格交渉は不要
■コストは増加しておらず価格交渉は不要

単位：%

66.2 14.8B to B

B to C

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

価
格
交
渉
の
状
況

7.4 9.4

2.2

42.9 12.3 32.0 8.9

3.9

81.0

55.2

価
格
交
渉
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
聞
い

た
。

企
業
で
は
81
・0
％
、

企
業
で
は
55
・２
％
が
「価
格
交
渉
を
行
っ

た
」と
回
答
し
た
。
一
般
消
費
者
が
顧
客
で

あ
る

企
業
で
は
、
販
売
価
格
の

改
定
に
よ
る
客
離
れ
を
心
配
す
る
声
が
多

か
っ
た
。

B to B

B to C

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

■80％以上 ■50～80％程度 ■20～50％程度 ■20％以下
■価格転嫁の必要がない ■全くできていない
■増加しているコストはない

12.9 22.6 31.0 21.1

7.9 17.2 20.9 31.4

35.5 87.6

25.1 77.4

2.8

9.6

4.6

16.7

1.3

単位：％

・・・「5割以上価格転嫁できた」と回答した割合

・・・「価格転嫁をした」と回答した割合
価
格
転
嫁
の
比
率

７割以上の
企業が、価格転嫁を
実施しているよ！

・・・「価格交渉を行った」と回答した割合

55.2

価
格
転
嫁
に
よ
る
売
上
高
の
変
動単位：％

35.1

9.7

横ばい
上がった

下がった

価
格
転
嫁
が
難
し
い
と

感
じ
る
コ
ス
ト
に
つ
い
て

全
体
で
は
５
割
以
上
が
「
労
務
費
」

と
回
答
。

労務費

原材料価格

エネルギー価格

物流費

52.4%

44.1%

37.3%

19.3%

価
格
転
嫁
が
難
し
い
と
感
じ
る
コ
ス
ト

に
つ
い
て
伺
っ
た
。
業
種
別
に
見
る
と
、

農
業
で
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
」
と
回
答

す
る
割
合
が
最
も
多
か
っ
た
。

（複数回答）

to
Ｂ

Ｂ

to
Ｂ

Ｃ

to
Ｂ

Ｃ

to
Ｂ

Ｂ

to
Ｂ

Ｂ

to
Ｂ

Ｃ

to
Ｂ

Ｂto
Ｂ

Ｂ

to
Ｂ

Ｃ
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スポットライト～がんばる地元企業～

創
業
約
百
五
十
年
の
老
舗
食
品
メ
ー
カ
ー
が
、
新
た
な
食
卓
の
定
番
を
提
案
し
続
け
て

い
る
。
定
番
商
品
の
佃
煮
や
総
菜
の
ほ
か
、
柿
の
種
、
み
た
ら
し
団
子
、
ス
マ
イ
ル
ケ
ア

食
・
・
・
。
佃
煮
と
い
う
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
を
持
ち
な
が
ら
、
な
ぜ
挑
戦
を
続
け
る
の

か
。
そ
こ
に
は
、
先
代
た
ち
か
ら
受
け
継
が
れ
る
濱
金
流
の
「
伝
統
の
守
り
方
」
と
、
事

業
承
継
を
機
に
気
付
い
た
「
伝
統
の
活
か
し
方
」
が
あ
っ
た
。

明
治
七
年
か
ら
地
域
の
食
卓
を
支

え
、
守
り
続
け
て
き
た
「
伝
統
」

明
治
7
年
か
ら
食
の
伝
統
を
伝
え
続

け
、
食
卓
に
届
け
続
け
る
食
品
メ
ー
カ
ー

が
、
こ
こ
豊
橋
に
あ
る
。
「
濱
金
」
の
名

前
で
親
し
ま
れ
る
株
式
会
社
濱
金
商
店

だ
。
中
で
も
、
「
佃
煮
の
濱
金
」
と
呼
ば

れ
る
ほ
ど
濱
金
商
店
の
佃
煮
は
地
域
で
愛

さ
れ
、
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
と
な
っ
て
い

る
。豊

橋
、
豊
川
地
域
は
、
佃
煮
を
製
造
し

て
い
る
メ
ー
カ
ー
が
8
社
あ
り
、
全
国
的

に
も
珍
し
い
。
食
文
化
と
し
て
佃
煮
が
定

着
し
、
地
域
の
特
産
品
で
も
あ
る
。
三
河

佃
煮
は
「
三
河
炊
き
」
と
い
う
手
法
で
作

ら
れ
、
炊
い
た
煮
汁
を
更
に
煮
出
し
、
濃

く
し
た
も
の
で
食
材
の
周
り
を
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
す
る
。
甘
辛
い
味
に
仕
上
が
り
、
子

ど
も
で
も
食
べ
や
す
く
、
親
し
み
や
す

い
。
こ
う
し
た
手
間
暇
か
け
た
製
法
が
、

老
舗
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
「
創
造
」
の
形

老
舗
食
品
メ
ー
カ
ー
の
挑
戦
は
ど
こ
ま
で
も
続
く

創業明治七年の“老舗”が生み出す“新”定番

株式会社 濱金商店

所在地：豊橋市下五井町捨田8

直営店：魚町本店 豊橋市魚町91

魚河岸店 豊橋市下五井町青木110

代表者：髙坂 悠太

創 業：明治7年

Ｈ Ｐ：https://hamakin.info

伝
統
を
守
り
続
け
る
だ
け
で
は
い
け
な
い
、

老
舗
メ
ー
カ
ー
の
「
創
造
」
と
い
う
挑
戦

「
お
い
し
い
食
の
伝
統
と
創
造
を
発
信

し
続
け
、
す
べ
て
の
人
の
食
卓
に
貢
献
し

ま
す
」
。
こ
れ
は
、
濱
金
商
店
の
企
業
理

念
だ
。
「
伝
統
」
と
「
創
造
」
。
一
見
す

地
域
の
老
舗
企
業
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で

注
目
さ
れ
た
取
組
が
あ
る
。
豊
橋
の
老
舗

和
菓
子
店
と
組
み
、
佃
煮
の
調
味
液
を

使
っ
た
「
み
た
ら
し
団
子
」
だ
。
濱
金
商

店
の
昆
布
の
佃
煮
は
、
製
造
工
程
で
調
味

液
を
使
う
。
何
度
も
繰
り
返
し
煮
込
ん
だ

調
味
液
は
廃
棄
さ
れ
る
が
、
う
ま
み
が
凝

縮
さ
れ
た
調
味
液
を
廃
棄
す
る
の
は

「
濱
金
商
店×

お
亀
堂
」
地
域
コ
ラ
ボ

で
環
境
に
配
慮
し
た
新
定
番
を
創
造

長
年
愛
さ
れ
続
け
る
所
以
だ
。

る
と
相
容
れ
な
い
表
現
だ
が
、
濱
金
商
店

の
取
組
を
見
て
合
点
が
い
っ
た
。
詳
細
は

後
述
す
る
が
、
佃
煮
の
調
味
液
を
使
っ
た

み
た
ら
し
団
子
も
、
煮
汁
を
使
っ
た
柿
の

種
も
、
佃
煮
の
ス
マ
イ
ル
ケ
ア
食
も
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
も
の
だ
が
、
佃
煮

の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
け
れ
ば
生
ま
れ
な
か
っ

た
。
老
舗
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
「
創
造
」

の
形
を
見
出
し
、
そ
の
時
代
が
求
め
る

「
お
い
し
い
」
を
食
卓
に
提
案
し
続
け

る
。
「
消
費
者
の
趣
味
嗜
好
に
合
わ
せ
て

次
々
に
味
や
形
を
変
え
、
新
し
い
も
の
を

開
発
し
て
い
く
。
こ
れ
が
濱
金
商
店
ら
し

さ
だ
」
と
髙
坂
社
長
は
言
う
。
食
卓
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
変
化
し
続
け
、
新
し

い
も
の
を
生
み
出
し
続
け
る
こ
と
が
「
伝

統
」
の
技
術
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

濱金商店の佃煮
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「
老
舗×

老
舗
」
で
豊
橋
土
産
の
新

定
番
を
創
造

製
造
工
程
で
発
生
し
、
廃
棄
さ
れ
て
き

た
「
経
営
資
源
」
を
活
か
し
て
お
も
し
ろ

い
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
遠
方
の

企
業
と
も
積
極
的
に
連
携
を
試
み
る
。

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
新
た
な

取
組
に
多
数
挑
戦
し
、
市
場
に
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
る
濱
金
商
店
だ
が
、
現
状
に
満

足
し
な
い
。
先
代
も
商
品
の
改
良
や
新
た

な
試
み
に
は
積
極
的
で
、
変
化
を
恐
れ
な

か
っ
た
。
守
る
べ
き
伝
統
は
味
や
技
術
だ

け
で
は
な
い
。
変
化
を
恐
れ
な
い
経
営
姿

「
佃
煮×

介
護
食
」
で
伝
統
の
味
を

“
今
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
。
”

創
造
は
社
外
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

だ
け
で
は
な
い
。
永
年
に
わ
た
っ
て
愛
さ

れ
る
佃
煮
の
味
を
、
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
方
に
も
届
け
た
い
。
そ
ん
な
想
い
で
ス

勢
も
大
切
に
守
り
続
け
る
。
「
今
後
も
食

の
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
続
け
る
こ
と
以
外
は

変
え
て
も
良
い
と
思
っ
て
い
る
。
世
の
中

に
求
め
ら
れ
る
『
お
い
し
い
』
が
シ
ュ
ー

ク
リ
ー
ム
で
あ
れ
ば
、
10
年
後
に
シ
ュ
ー

ク
リ
ー
ム
を
作
っ
て
い
て
も
良
い
。
」
髙

坂
社
長
の
言
葉
が
印
象
的
だ
っ
た
。

自
社
の
使
命
や
存
在
意
義
を
常
に
意
識

す
る
濱
金
商
店
だ
か
ら
こ
そ
、
常
に
課
題

も
認
識
し
て
い
る
。

・
時
々
刻
々
と
変
化
す
る
食
卓
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
る
た
め
、
商
品
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
頻
度
を
増
や
す

・
選
択
と
集
中
。
限
ら
れ
た
資
源
を
効
率

的
に
投
入
し
な
い
と
、
お
困
り
ご
と
解

決
メ
ー
カ
ー
に
は
な
れ
な
い

濱
金
商
店
な
ら
何
と
か
し
て
く
れ
る
と
い

う
想
い
に
応
え
る
た
め
、
決
し
て
現
状
で

満
足
し
な
い
老
舗
食
品
メ
ー
カ
ー
の
挑
戦

は
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
。

【
豊
橋
信
用
金
庫

下
地
支
店
・
事
業
支
援
部
】

濱
金
商
店
な
ら
何
と
か
し
て
く
れ
る
。

そ
ん
な
想
い
に
応
え
た
い
。

「
も
っ
た
い
な
い
」
と
感
じ
て
い
た
。
活

用
方
法
を
模
索
す
る
中
、
豊
橋
信
用
金
庫

小
池
支
店
の
紹
介
を
通
じ
、
老
舗
和
菓
子

店
「
お
亀
堂
」
が
捨
て
ら
れ
る
食
品
を
和

菓
子
に
活
用
し
て
い
る
活
動
を
知
っ
て
地

域
コ
ラ
ボ
に
発
展
し
た
。
「
今
後
も
お
も

し
ろ
が
っ
て
新
し
い
取
組
を
す
る
企
業
と

一
緒
に
活
動
し
た
い
」
。
自
社
が
や
る
べ

き
こ
と
や
で
き
る
こ
と
が
明
確
に
定
義
さ

れ
て
い
る
濱
金
商
店
だ
か
ら
こ
そ
、
変
化

を
恐
れ
ず
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
続
け
る
。

「
つ
く
だ
煮
屋
さ
ん
が
つ
く
っ
た
柿
の

種
」
は
、
神
奈
川
県
の
美
濃
屋
あ
ら
れ
製

造
本
舗
と
連
携
し
た
。
濱
金
商
店
の
人
気

商
品
「
ち
り
め
ん
」
は
、
人
気
が
故
に
製

造
工
程
で
煮
汁
が
多
く
発
生
し
、
廃
棄
さ

れ
る
。
大
葉
や
山
椒
風
味
の
煮
汁
は
う
ま

み
も
凝
縮
さ
れ
て
捨
て
る
の
は
や
は
り

「
も
っ
た
い
な
い
」
。
活
用
方
法
を
検
討

し
て
い
た
と
こ
ろ
同
社
と
出
会
い
、
商
品

化
に
至
っ
た
。

こ
れ
ま
で
当
た
り
前
に
捨
て
ら
れ
て
き

た
も
の
を
経
営
資
源
と
し
て
定
義
す
る
。

そ
ん
な
想
い
が
着
実
に
実
を
結
ん
で
い

る
。

マ
イ
ル
ケ
ア
食
業
界
へ
進
出
し
た
。
ス
マ

イ
ル
ケ
ア
食
と
は
、
農
林
水
産
省
が
こ
れ

ま
で
介
護
食
品
と
呼
ば
れ
て
き
た
食
品
の

範
囲
を
整
理
す
る
た
め
に
整
備
し
た
枠
組

み
で
あ
る
。
濱
金
商
店
は
、
健
康
維
持
上

栄
養
補
給
が
必
要
な
人
向
け
の
食
品
に
付

す
「
青
」
マ
ー
ク
の
利
用
許
諾
を
得
る
た

め
の
商
品
開
発
を
は
じ
め
た
。
「
あ
さ
り

の
生
姜
炊
」
や
「
大
葉
ち
り
め
ん
」
は
、

三
河
佃
煮
特
有
の
味
の
濃
さ
や
食
感
を
残

す
た
め
硬
さ
が
あ
り
、
介
護
食
品
に
不
向

き
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
介
護
食
品
向
け

に
商
品
開
発
を
行
う
と
と
も
に
、
柔
ら
か

い
も
の
で
も
形
状
を
壊
さ
ず
包
装
す
る
た

め
の
設
備
を
導
入
し
た
。

今
後
は
既
存
の
商
流
に
乗
せ
る
ほ
か
、

介
護
施
設
等
へ
の
販
売
も
考
え
て
い
る
。

「
食
に
関
す
る
お
客
様
の
お
困
り
ご
と
解

決
メ
ー
カ
ー
に
な
り
た
い
」
と
い
う
髙
坂

社
長
の
考
え
を
体
現
す
る
取
組
だ
。

お亀堂と共同開発したみたらし団子

「つくだ煮屋さんがつくった柿の種」

スポットライト～がんばる地元企業～



■ とよしんInstagram

「豊橋信用金庫＼みんなにエール！／」

友だち登録で、キャンペーン

情報などお得な情報をお届け！
とよしんの職員が、お客様のこと、地域のこと、

と もに働く仲間のことを 「考える 」活動

#TOYOHASHI_THINKINGを発信中！

■LINE公式アカウント

@toyoshin

豊橋市小畷町579番地
TEL (0532) – 52 - 0321(代）
https://www.toyo-shin.co.jp


